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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 
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海野 庄三（１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．富士市の行政組織から「国際交流」の文言が消えた中での

今後の国際友好都市・姉妹都市などとの交流の在り方につい

て 

  富士市は、本年度にスタートさせた、向こう10年間の最上

位計画である第六次富士市総合計画との整合を図って、多様

化する市民ニーズや、新たな行政課題に的確に対応するため

の視点から組織改正を実施した。部や課の再編にも踏み込む

大規模な組織改正である。 

 この組織改正により、市民部に置かれていた市民協働課と

多文化・男女共同参画課を統合して市民活躍・男女共同参画

課に再編するとともに、多文化・男女共同参画課の課内室で

あった国際交流室を廃止している。 

 さらに廃止した国際交流室の機能のうち、在住外国人に向

けての支援や相談業務、さらに国際交流フェアで象徴される

交流などの業務は、市民活躍・男女共同参画課の多文化共生

担当が担うとし、国際友好都市・姉妹都市の交流業務は、産

業経済部を産業交流部に変更して、新たに誕生させた交流観

光課の交流推進担当の業務としている。 

 つまり、廃止した国際交流室の機能は分割されたことにな

るが、その分割先も多文化共生担当と交流推進担当で、行政

組織から部や課、課内室どころか担当においても「国際交流」

という文言が消え、当然のこととして課内室以上を表示対象

としている市庁舎の表示板にも「国際交流」の表記は見られ

ない。 

 本年度からの行政組織の改正に伴う議案は、２月定例会に

上程され可決しているが、上程された議案は部の設置・改正

案である。 

 議会としての採決権限が及ぶのは、条例上、部の設置・改

正の範囲にとどまり、課や課内室を含む室の設置・改正は執

行者である市の裁量権に委ねられている。 

 よって今回、議員個々の質問権である一般質問をもって国

際交流室の廃止や、これに伴う国際交流業務の分割、さらに

は今後の富士市の国際交流の在り方にも踏み込み、その狙い

や疑問など４点をここに提示、回答を願いたい。 

(1) 組織改正により課内室であった国際交流室が廃止され、

担当においても「国際交流」の文言が消えたことに対して、

富士市の国際交流の取組が後退しているのではと受け止め

る市民も予想される中、市長は市議会２月定例会の新年度

に向けての施政方針で、東京2020オリンピック・パラリン

ピックのホストタウンのつながりを生かし、スイス大使館、

ラトビア大使館の協力を得ながら新たな市民交流の創出を

図っていくと国際交流の拡大と推進に意欲を示している。

さらに、産業経済部を産業交流部に変更して、新たに誕生

させた交流観光課の機能について、文化・スポーツ・産業・

観光等、様々な分野にわたる交流推進機関を集約し、国内
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外との交流機会の創出や活用に戦略的に取り組む組織とし

ているが、そうした組織改正や機能の狙いについて、市内

の国際交流団体などで組織し、国際交流フェアや日本語ス

ピーチコンテスト、さらに国際交流事業に参画している諸

団体で組織されている富士市国際交流協会の会合などで報

告、理解を求めたことがあるのか。 

(2) 富士市は、1989年１月13日に中国浙江省嘉興市と国際友

好都市、続いて1991年12月２日には米国カリフォルニア州

オーシャンサイド市と国際姉妹都市を締結した。以後、市

民団体も含めて交流事業が重ねられ、とりわけ嘉興市につ

いては、富士市でいえば市役所に当たる人民政府が、その

窓口を一手に担い、都市間交流の要素が強い。果たせるか

な、５年サイクルで行政主導により富士市と嘉興市との周

年事業も行われ、近年では2014年に富士市において嘉興市

公式訪問団を招いての友好提携25周年式典、2019年には市

長ら公式訪問団を含めて５団体が嘉興市を訪れての友好提

携30周年記念式典が行われている。こうした周年記念事業

の継続をはじめ、市長が施政方針で述べた東京2020オリン

ピック・パラリンピックのホストタウンのつながりを生か

し、スイス大使館、ラトビア大使館の協力を得ながら新た

な市民交流の創出を図っていくとする新規事業も、新たに

誕生させた交流観光課の交流推進担当の業務になることが

予想されるが、市ウェブサイトにアップされている業務案

内の交流推進担当の業務は、友好・姉妹都市交流以外に富

士山女子駅伝、ふじかわキウイマラソン、プロサイクルロ

ードレース、スポーツ合宿の誘致、さらに、ふじ・紙のア

ートミュージアムなどが記されている。かような広範囲の

業務の中で「国際交流」の事業継続やその拡大は可能と判

断しているのか。 

(3) 富士市唯一の市立高校である富士市立高校は、2011年度

に旧富士市立吉原商業高校を再編して新たなスタートを切

ったが、その際、特色ある学校づくりとして県内の公立高

校では稀な海外探究研修を打ち出している。ここ２年間は

コロナ禍により中断を余儀なくされているが、総合探究、

ビジネス探究、スポーツ探究の学科別のコースに富士市と

友好都市を締結している中国嘉興市、姉妹都市を締結して

いる米国オーシャンサイド市の訪問は組み込まれていな

い。海外探究研修先には米国のハーバード大学などがある

中、今後、再開に当たっては、嘉興市には嘉興学院、オー

シャンサイド市にはミラコスタ大学など高次教育機関があ

ること、さらには2011年度にスタートさせた富士市国際化

推進プランの目標の一つに国際化を担う人づくりを掲げて

いることも踏まえ、友好都市及び姉妹都市との交流促進の

みならず、富士市の国際化促進という側面からも富士市立

高校の海外探究研修先の見直しが必要ではないか。 
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海野 庄三（１５） (4) 富士市としては初となった1989年の中国浙江省嘉興市と

の国際友好都市の締結を契機に秘書課内に課内室の国際交

流室を設置した。その後、国際交流室は秘書課から離れ、

本年度の行政組織改正では室を廃止し、業務を分割して、

その機能は市民活躍・男女共同参画課の多文化共生担当と

交流観光課の交流推進担当が担うことになっているが、地

方都市においても国際化への対応強化が時代ニーズであ

り、この際、都市間の友好交流を基軸とした国際交流室を

復活、市長直属の市長公室の秘書課に課内室として置いて

はどうか。 
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